


3 活性化の取組方針
(1)前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等

 

(2)今期の浜の活力再生プランの基本方針
●漁業収入向上のための取組
◇サワラの品質向上

『壱岐さわら「極」』ブランド出荷を推進する。あわせて、サイズ等のブランド基準を満たさ
ないサワラについても、十分な施氷を行うなどして鮮度維持をし、地域全体での価格向J:.を図り、
収入向上を目指す。
◇養殖事業の拡大

地域内にある内海湾において、漁協によるカキ・ナマコ等の養淮を実施し、また各種施策によ
る整備で安定供給及び事業拡大を図り、販路の拡大を国内•海外に行う。海外販路について、安
定した取引が継続できる段階を目指す。
◇養殖による地域扉用確保

養殖事業拡大に伴い出荷量も増大するが、そのために必要な作業について、海女を中心とした
地域内の漁業者を屈用し、休漁期等の収入向上を目指す。
◇資源管理及び栽培漁業推進

クエやカサゴの種苗放流を行うとともに、漁獲サイズや禁漁期間等を設け、漁獲資源の確保に
努める。また、食害生物（ガンガゼウニ等）の駆除を行い、ウニの密度管理に努めるとともに、
アカウニの種苗放流を行う。

●漁業コスト削減のための取組み
◇燃油削減

燃油コスト削減のため、船底清掃が不十分な者への周知を行う他、減速航行を徹底し、コスト
削減を目指す。









漁協及び漁業者はクエやカサゴの種苗放流を行うとともに、漁獲サイズや
禁漁期間等を設け、漁獲資源の確保に努める。また、食害生物（ガンガゼウ
二等）の駆除を行い、ウニの密度管理に努めるとともに、アカウニの種苗放
流を行う。

漁業コスト削減 以下の取組により、 コ スト削減を目指す。
のための取組 ◇燃油削減

漁協は、燃油コスト削減のため、船底消掃が不十分な者への周知を行う他、
減速航行を徹底させる。

活用する支援措 漁業経営セ ー フティ ーネット構築事業（国）、離島漁業再生支援交付金事業（国）、
置等 水産多面的機能発揮対策事業（国）、外国漁船操業等調査 ・ 監視事業（国）、特定

国境離島漁村支援交付金事業（国）、水産業所得向上支援事業（県）、新水産業経
営力強化事業（県）、競争力強化型機器等導入緊急対策事業（国）、浜の活力再生・
成長促進交付金事業（国）、水産加工 ・ 流通構造改善取組支援事業（国）、水産
物供給基盤機能保全事業（国）、漁港施設機能強化事業（国）

(5)関係機関との連携
なし

4 目標

(1)所得目標
漁業所得の向上10%以上 基準年

---------------------

目標年

(2)上記の算出方法及びその妥当性
I別紙資料を参照

(3)所得目標以外の成果目標
牡蠣の出荷量の向上
160%以上

(4)上記の算出方法及びその妥当性

I 牡

:::�:度7, 5 8 3kg 

平成29~令和元年度 直近3年平均：

漁業所得（構成員総額） 千円 
令和5年度：

漁業所得（構成員総額） 千円

平成2 9年度～令和元年度 3ヶ年平均

. 
-- - --- -

出荷量

令和5年度： 出荷量

1 3, 3 0 7kg 

3 4, 6 0 0kg 
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